
 

 

 

「若者の政治離れ、選挙への無関心」、昨今こ

のような言葉がテレビや紙面に載る際、「若者を

バカ扱いしやがって！」と怒りを覚えると同時

に、自分自身すでに若者の枠に入っていないこ

とに気づく今日この頃。 

若者の投票率低下、政治への無関心は決して

日本だけでなく、先進国と呼ばれる国では深刻

な問題となっているそうです。先進国の国民は

自分達の生活の安定をある程度保証されていま

す。あえて複雑怪奇な政治にかかわらなくても、

大した不自由がなかったわけです。そんな時代

に生まれた彼らに「国民として与えられた参政権を行使すべき」と、まぶしい正論をぶつ

けても、その正しさが自分達の合理性よりも優先される可能性は限りなく低いと思います。  

ではどうすれば投票率が上がるのか。その方法は簡単で、日本が今よりもっと不景気に

なり、明日の衣食住にさえ不自由がでるほど国民の貧困率が進めば、つまり日本が発展途

上国に逆戻りすれば、国民は恐怖や不安からいやがおうでも政治と真剣に向き合い、投票

所へ足を運ぶはずです。だからきっと今の日本はまだまだ恵まれた国なんだと思います。 

思い返せば、親や先生から「勉強しなさい」と言われれば言われるほど学業にやる気の

おこらなかった自分自身の経験上、ここであえて「選挙へ行こう！」と言わない理事が一

人くらいいてもいいのではと思ってます。 

 

ただ私個人は生まれ育った日本が大好きだし、その日本がまた時代を逆行するような国に

戻ることは嫌なので、そうなる前に今回は選挙に行っておこうと思います。 

今はそんな気持ちです。 
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